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持
だ
と
思
い
ま
す
。

早
桶
開
発
見
・
早
期
治
療

青
少
年
補
導
員
企
田
和
子
事
九

一
人
で
も
多
く
白
大
人
が
早
期
発
克

早
期
柏
揮
に
取
り
組
む
乙
と
だ
と
忌
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
英
知
を
集
め
、
真

先
生
の
名
前
を
知
ら
ず
、
ど
育
つ
も
あ
や
の
住
所
を
み
て
も
、
そ
の
実
留
が
わ
か
出
町
に
庄
む
十
立
甫
の
楊
枝
症
で
、
患
割
に
括
見
、
惜
揮
に
あ
た
れ
ば
少
な
く

:
し
い
臨
じ
。
モ
己
で
、
補
議
員
さ
一
合
L

り
ま
す
。
ゲ
1
ム
コ
j
ナ
!
は
、
市
内
び
れ
た
摂
子
も
な
く
「
悪
い
こ
と
は
知
と
も
今
よ
り
態
く
な
ら
な
い
と
患
い
ま

以

ζ

む
こ
と
を
尋
ね
て
み
る
と
「
子
供
に
に
現
在
一
一
十
一
一
一
去
る
そ
ラ
一
で
す
が
、
っ
て
い
る
が
、
量
販
売
警
一
質
在
す
。
大
人
が
逃
げ
れ
ば
、
そ
れ
戸
事

涼
は
、
こ
ち
ら
か
ら
告
号
室
明
か
す
み
な
さ
ん
も
一
理
の
ぞ
か
れ
て
は
い
か
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
し
、
童
話
っ
行
は
増
え
る
で
し
ょ
う

b

ょ
2に
し
て
い
ま
す
が
、
都
合
の
悪
い
が
で
し
ょ
う
か
。
て
も
注
意
さ
れ
な
い
」
と
い
い
、
島
塁
手
は
、
雰
豪
語
、
と

一
一
と
き
は
た
っ
主
点
で
つ
き
ま
す
」
と
日
歳
の
喫
煙
の
環
境
に
も
問
題
が
あ
る
が
、
本
人
の
い
う
芝
は
も
う
脅
し
な
い
灘
署

摺

い

う

乙

と

で

し

プ

れ

た

自

賛

も

あ

ま

り

な

い

よ

う

で

す

。

言

。

を

ゲ

i
ム
台
の
レ
ャ
L
、
蔦
円
五
を
い
く

1
/

与
タ
パ
コ
と
=
ブ
イ
タ
ー
を
震
か
わ
え
寵
プ

ー
っ
率
い
て
ゲ
i
ム

主

し

む

小

学

四

お

J
欝

撃

も

庭

へ

そ

喜

連

絡

す

る

こ

と

を

伝

え

て

殺

の

姿

を

見

て

育

つ

7告

一

一

一

人

グ

ル

ー

プ

は

、

大

暗

か

ら

~

斗

議

事

揮

し

て

お

り

ま

し

た

。

指

談

員

童

盟

国

霊

臥
パ
ス
で
来
た
壱
フ
で
、
家
に
は
一
ち
ょ

F
い
冶
淳
、
活
乙
白
よ
う
に
、
二
時
間
由
通
常
山
パ
ト
曲
が
D
角
に
訪
児
一
一
一
人
が
乗
っ
て
来

汗

っ

と

最

ひ

に

行

っ

て

〈

る

」

と

出

て

垂

ロ

ー

ル

で

、

不

純

重

量

や

シ

ン

ナ

た

自

転

車

を

い

き

な

品

開

し

に

主

紘
て
お
り
、
お
母
さ
ん
は
蓄
に
い
る
こ
続
い
て
デ
パ
。
ト
や
ラ
ス
カ
の
居
上

l
込
書
等
の
乱
用
は
み
か
け
、
主
立
ち
去
っ
た
が
、
か
た
わ
ら
で
一
…
一
人
白

杭
と
を
知
ら
な
い
き
で
す
。
等
主
た
あ
と
、
駅
ピ
ル
の
中
央
階
段
ま
ぜ
ん
で
し
た
が
、
非
行
事
喜
て
母
親
は
苦
言
夢
中
で
こ
容
献
を

市
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
繁
華
街
の
ど
義
名
途
中
、
階
段
を
上
っ
て
く
る
る
よ
う
な
湯
票
数
多
く
あ
る
の
に
は
見

E誌
に
も
止
め
な
い
桂
子
。
母
親

で
の
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
も
間
じ
で
、
意
外
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
と
由
い
ズ
ボ
ン
、
白
い
驚
き
ま
し
た
。ァ

に

注

意

を

喚

起

し

た

ら

「

こ

の

お

じ

さ

叫
に
逮
〈
か
ら
遊
び
に
来
て
い
る
む
に
は
靴
殺
は
い
た
若
い
明
性
に
あ
い
ま
し

j
u
-
-
0
0

ん
が
う
る
さ
い
か
ら
止
め
よ
品
」
と

ブ
驚
き
ま
す
。
市
内
も
出
村
や
構
内
、
中
た
。
根
芋
な
服
装
だ
な
あ
と
怒
っ
て
い
夏
休
み
も
あ
と
わ
ず
か
で
す
。
寧
豆
、

/
さ
い
子
は
、

ζ
白
骨
駒
山
μ
駒

原
、
南
威
、
花
水
な
ど
か
ら
白
転
車
で
る
と
、
補
導
員
さ
ん
が
両
気
な
く
そ
ば
や
誘
惑
に
員
げ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

マ
豪
語
、
緩
や
山
へ
飛
び
出
す
宇
供
た
ち
り
曙
立
、
ど
れ
主
主
き
と
し
て
、
ま
す
。
喜
一
考
ム
来
て
お
り
、
プ
ー
ル
の
時
む
ら
し
い
姿
に
よ
り
言
桑
を
か
け
ま
し
た
。
よ
く
み
よ
ジ
メ
M

室

生

活

霊

毒

、

東

日

間

リ

計

科

目

日

刊

日

J

T

A

U

J

、
も
た
く
さ
ん
み
ら
れ
ま
す
。
ゲ
ム
セ
る
と
顔
も
あ
ど
け
な
ぐ
、
手
に
は
患
の
し
い
棄
み
に
な
る
よ
う
轟
か
く
見
守

マ
子
供
た
ち
が
略
行
に
走
り
や
す
い
り
も
と
の
季
節
で
す
者
f
L法
一
る
カ
走
ら
な
ヤ
カ
は
夏
仲
み
の
軍
ム
ン
タ
!
の
入
口
に
慶
い
て
あ
る
自
転
車
出
て
い
る
タ
パ
コ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
っ
て
持
き
ま
し
ょ
う
。
た
ま
こ
の
お
じ
さ
ん
が
う
る
さ
い
か
ら

マ
ι

。
庭
生
活
を
ど
空
勺
過
な
L
た
か
に
よ
っ
て
大
量
号
変
わ
っ
て
〈
る
よ
う
で
す
。
そ
己
で
、
猛
暑
白
中
、
青
少
年
ム
町
一
一
円
一
町
一
司
自
白
問
一
均
一
泊
司
一
句
』
町
一
即
日
一
品
一
一
句
-w

一ω
一町一一叩一
w

一叩一均一一門戸叩一日伊司山一刊一叩一一
w-m

一ω
一句一日
ω

一町一尚一』叩一
ω

一-白匂円一町一一町一町一向戸-向一
m

c

E

Z

Z

一昨-m
一一時一恥一白一
mF

一
時
一
止
め
る
に
す
吉
な
い
と
い
う
意
識
に
な

一
ヤ
一

2
2

一一
i
z
-
-

る
白
で
、
ま
ゆ
fど
り
返
す
。
こ
の
よ
う

マ
ゐ
理
行
老
木
前
に
紡
止
し
ょ
っ
と
信
自
愛
白
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
脅
少
年
補
導
員
と
青
少
年
相
談
窓
ム

マ

員

に

広

報

課

職

員

選

行

し

、

街

で

遊

ぶ

子

供

た

ち

の

言

っ

て

み

ま

し

宍

ム

青

智

少

年

の

非

行

勝

立

に

ひ

と

こ

と

民

間

道

務

長

動
と
し
て
現
わ
れ
た
と
き
、
い
つ
か

l
中
愛
由
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
膏
八
月
三
白
、
子
供
の
出
入
り
す
る
グ
毎
日
パ
ト
ロ
ー
ル
を
続
け
て
お
ら
れ
い
白
に
デ
パ
ー
ト
で
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
い
る
以
上
は
、
ど
の
よ
ち
な
時
で
も
声
ら
、
ど
う
し
f
乙
ん
な
に
な
っ
て
し
ま

iv
込

ぬ

官

少

年

重

量

、

民

間

白

宗

主

人

1
ム
セ
ン
タ
?
や
デ
パ
ー
ト
、
公
害
事
少
年
補
蓄
の
方
々
か
ら
、
葬
る
中
学
生
な
ど
さ
ま
ま
だ
。
ま
け
て
止
め
さ
せ
る
べ
き
で
し
ょ
っ
た
の
三
っ
と
護
学
。

-
哨
剥
掛
献
酬
W

中
学
校
由
昼
徒
指
導
白
先
生
が
十
一
一
一
人
見
五
き
ま
し
た
。
防
止
へ
の
提
言
者
一
言
ず
つ
い
た
だ
き
量
産
で
も
親
室
哲
話
し
て
え
そ
れ
も
社
会
一
一
一
体
が
一
設
協
力
し
「
子
議
室
量
て
育
つ
」
と
い

ト

ぷ

縞

妨

高

等

学

校

塁

徒

指

導

の

先

生

が

九

人

テ

レ

ビ

ゲ

i
ム

ま

し

た

q

〈
れ
る
ま
ば
問
題
は
な
い
が
、
子
供
て
軍
し
な
け
れ
ば
な
り

E。
ぅ
乙
と
ば
は
あ
重
み
ら
を
い
る

口
議
抑
Y

と
一
一
平
七
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
ぷ

l

o

親

の

愛

情

の

欠

如

2
5
2
c電子

供
的
責
任
転
器
禁
物
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
ま
さ
に
重
喜
に
立
た
ず
で
あ

鎮

静

炉

日

夕

方

か

ら

雷

少

年

相

談

議

員

と

老

長

司

巾

λ
柳

徹

回

り

に

ヨ

E
?
ζ
子
供
を
と
り
ま
田
高
で
一
最

2
2
2怒

る
。

ん
縫
撃
に
一
一
一
時
間
、
事
デ
パ
ー
ト
、
護

f

E飽

2
2
2華

氏
〈
環
境
は
ど
う
引
の
か

2
5

の

川

掛

韓

持

場

、

ゲ

i
ム

セ

ン

タ

!

な

ど

童

図

し

単

一

一

一

一

一

司

解

警

は

、

不

安

な

五

2霊
な
か
で
主
フ
生
き
よ
ろ
と
L
て

い

る

由

一

泊

ド

蝿

ゃ

な

が

島

愛

護

指

導

(

望

・

散

字

官

以

バ

パ

場

的

変

え

て

重

し

た

も

白

で

君

。

不

安

室

、

大

人

は

も

っ

妻

、

5
一

ん

ま

明

暗

ー

み

た

言

実

績

吾

震

に

)

空

行

つ

¥

2

5

2
安

定

さ

一

員

長

言

、

自

分

五

し

た

手

量

一

さ

切

る

む

許

L

ヵ

一

戊

親

せ

乙

者

相

蜘

最
初
に
え
っ
か
》
ノ
1
ム
コ
ー
ナ
ー
は
れ
ば
よ
い
が
、
で
き
な
ほ
れ
ば
、
そ
白
ち
に
、
一
宮
で
も
一
一
一
宮
で
も
、

ζ
と

は

一

。

主

う

ま

H
と

切

知

中
が
暗
ノ
¥
初
金
て
入
る
私
に
は
異
時
救
助
信
号
を

H

考ト

F
と
い
う
陪
で
賓
が
か
わ
せ
る
意
識
革
命
が
必
要
戸
志
一
ん
う
い

0

・
す
思

ζ

叫

ι恥

ま

、

~

さ

い

。

と

。

親

裁

で

と

る

鶏

親

な
雰
一
囲
気
を
感
む
ま
し
介
、
驚
い
た
こ
現
ず
る
の
で
あ
る
5
。
だ
は
、
何
i

刀

、

心

う

。

~

父

と

ん

だ

親

い

。

い

度

る

め

。

期

日

引

い

と

に

、

高

産

主

人

に

ま

じ

っ

て

、

の

不

安

定

し

を

も

た

ら

す

の

か

。

モ

れ

責

任

転

嫁

は

禁

物

…

同

一

刊

誌

創

的

立

f
柏

鴇

か

山

小
学
祭
や
中
学
生
が
非
常
に
多
い
己
と
は
、
軍
箆
の
や
す
昇

Zcの
欠

如

、

現

り

・

な

る

お

は

て

で

な

で

よ

し

遣

な

し

れ

を

と
、
女
子
白
票
皇
つ
乙
と
で
す
。
愛
情
の
欠
如
で
は
な
か
ろ
う
か
。
青
少
年
補
導
員
杉
山
静
男
氏
は
怜
曲
川
一
一
一
品
問

ω芳
一
比
一
山
中
立
一
M
M
四
一
向

ゲ
ム
に
興
じ
る
手
一
供
た
ち
は
事
中
親
ど
し
て
、
毅
熱
た
る
鰻
買
を
も
っ
先
日
、
あ
る
会
合
に
出
席

L
た
と

a
と

な

せ

を

、

う

寝

出

が

ロ

だ

、

D
る
も
き
と
供

で
、
私
ど
も
白
雪
無
視
し
て
い
る
て
、
己
と
の
善
悪
を
正
し
く
手
に
教
え
き
、
青
少
年
由
理
媛
閤
騒
が
取
り
と
T

精
一
富
山
砂
間
四
日
…
ハ
戸
以
は
俳

M
刊
誌
〕

よ

う

に

見

す

え

ま

す

。

号

必

要

害

雪

。

ら

れ

、

「

ζ
住

宅

中

・

高

校

生

り

親

刊

に

巴

絞

口

子

方

る

コ

て

い

泊

康

入

か

供

四

五
、
六
入
車
学
生
グ
ル

lι諒
子
供
の
湿
り
に
居
を
量
符
禁
多
い
の
は
、
い
っ
た
い
ど
な
丘
一
一
丘
一
明
日
一
御
一
同
町
一
一
計
士
山
一
一
一
九
一
け
刊

を
品
開
く
と
、
迷
感
宇
一
コ
に
し
な
由
E
一

も

う

い

う

ζ
と
な
の
か
。
習
慣
化
し
て
い
と
ま
と
滋
粧
〈
の
と
民
の
部
し
子
宮

b

b
て

「
一
回
に
一
千
円
位
使
う
が
た
ま
に
し
背
逮
捕
帯
買
業
費
る
者
に
注
意
補
導
を
し
て
も
際
限
が
な
め
川
叫
ん
刊
誌
一
時
一
勧
館
山
肘
常
一

M
軒
町
一
許

認
計
れ
れ
何
日
戸
カ
ヰ
刊
誌

9

何

時

間

二

副

長

一

時

住

民

球

だ

訪

問

仰

向

問

時

忠

間

的

諮

問

問

飢

己
目
学
校
と
品
聞
く
と
「
0
0中
学
校
ニ
ゲ
i
ム
に
興
じ
時
間
を
つ
ぶ
し
て
い
る
か
?
」
と
い
う
極
論
が
出
ま
L
た

。

し

こ

し

子

他

引

体

子

子

子

夕

子

勉

カ

子

篭

共

夜

年
生
」
と
い
っ
て
い
ま
し
た
が
、
校
長
小
学
生
、
持
L
向
を
古
る
わ
け
で
も
な
か
し
、
現
管
行
為
が
法
で
規
制
さ
れ
て

人口 224，019人
世帯 71，063世帯
(58年 7月1日現在〉

もっと関心を/
我が予に関心を持ち、我が子の気

持ちを理解して、我が子の行動を知

iることが大切です。
O;ioつきあいしている友達をと存じですか

oどこで向をしているかな存じですか

。小遣いを両に使っているかむ存じですか

。開宅が遵くなるようなことはありませんか

Oi~装は時手なものや不つ幻あいのものでは

O変わった持ち駒を持っていませんか

。醤襲づかいが主主に変わった乙とは

。ときどき子県白部麗を注怠していますか

C学校で決められた己とを守っていますか

);(お子さまのιとでIむ居己なζ とがあDました

らお早めにむ相談ください。

平覇市青少、年相談室(市民センター2階〉

霊童話34-7311



私立幼稚閣の一覧

育英幼稚翻出縄195 33-2215 
大神黄塁幼稚園大神2380 54-3288 
大 野幼稚 瞳 華 麗 八 蝿 1-16-39 21-7302 

神沼幼稚畷大神1587 55-0841 
黒 部 丘 幼稚騒黒部丘27-4 31-1955 
さきとり幼稚園四之宮2417 54-3558 

さ なだ幼稚歯高田540 58-0001 
清水学豊富付展幼稚溜 根夜間645 58-8080 
湘帯掛ヶ 丘 幼 誰 観 桜 ケ 丘12-57 31-2623 

し らふじ幼稚園山下577 34-3237 
霊堂平幼 稚 慰 霊 童 平14-2 32-5775 
つく し幼稜鴎飯島 6 58-7035 

つ るみ ね幼稚盤浅間町 1-6 22-2007 
滋 和 幼 稚額豊原町26-24 31-0595 
なでしこ幼稚劉平塩2377 31-2471 

白鳥 幼稚額間内399
花乃幼稚趨入野138
イE 京 幼稚殴龍棋ケ丘12---20

車 中原 幼稚豊富東中原2-23-3
平岡拍桂函岡崎3094
平 壇 紫 苑幼稚園農原賀J4-5

平理ニ襲劫推盟主毛附~J6-3

平埋 め ぐ み幼誰国富糧100-2
松風 幼稚醤松風町15-27
莞患幼稚盤下島824

為
月
一
日
は
訪
災
の
一
日
。
地
媛
認
し
て
い
た
だ
脅
乏
い
。
サ
イ
レ

災
欝
護
京
都
議
員
ぃ
益
警
官
ジ
は
四
十
五
秒
鳴
吉
て
十
五
秒

対
説
と
、
予
知
対
応
部
一
昭
防
災
訓
体
み
を
一
一
関
滋
志
。

練
が
行
わ
れ
る
。
午
前
九
時
一
一
一
十
な
お
、
今
国
同
は
放
送
し
な
い
が

分
に
な
る
と
市
内
四
十
八
か
所
の
翼
擦
は
、
サ
イ
レ

y
の
ふ
串
と
市
長

広
報
壌
か
ら
廷
に
す
イ
レ
y
由
欝
惑
星
告
訴
放
送
や
れ
る
。

銃
部
古
田
号
)
議
廿
り
す
ら
で
磯

被

間

関

縁

談

窓

お

i
一
一
一
一
向
畿
こ
丸
一
町
一

〈〉
a
A
権
譲
器
官
月
純
白
〈
冬
、

9
月
6
臼
〈
火
V

。
行
一
品
副
首
噛
栂
緩
{
刊
同
時
1
日四時吋

。
一
韓
法
樺
栢
綴

9
R
1日
〈
京
)
、

9
R
U泊
分
。

予
約
制
〈
晴
男
爵
で
も
宵
)
、
沼
崎
町
1日均時

。
宅
地
盤
物
損
談

8
月
幻
自
(
怒
、
犯
時
1施
時

予
約
制
ハ
瞳
謡
で
話
均
〉

。

翼

翼

謬

籍

観

9
月
9
日
(
品
也
、
均
時
i
碍
冊

。
住
宅
栂
鋲

8
月
潟
日
(
谷
、
お
時
f
日出時

。
下
輯
取
引
相
談

8
月
路
日
(
木
〉
、
日
時
加
分
fv出同町

工
議
年
議
員
8
臼
君
、
ぬ
時
f
お
時

十

O
一
融
市
民
制
緩
毎
日
事
~
し
、
造
是
認
時
一
塁
、
白

一

曜

a

祝
日
は
除
〈
〉

…
。
璃
費
生
胃
晴
樹
誠

g
月
間
口
日
ハ
金
〉
、
叩
副
首
(
金
〉
、

9
月
2

臼
(
金
)
、
犯
時
5
お
時

。
鼎
出
明
帯
繋
特
許
申
相
談

9
汚
百
臼
〈
月
〉
却
時
1
お
詩

マ
貸
付
信
輔
教

2
底
輔
ニ
献
金
売
活
ロ
活
舗

e

普
通
指
活

8
窓
舗

マ
受
け
付
け

a

期
日

8
丹
幻
自
、
剖
臼

g

時
間
午
前
9
時
5
5午
暁

4
時

・
場
所
平
場
競
輪
場
事
務
所

青
少
年
綴
談
室
(
湾
問
問
セ
ン
タ
ー
二
階
〉M

i七
一
-
一
一
一

月
1
金
闇
臼
9
時
i
v
m時
土
輔
自
ば
ロ
時
ま
で

福
祉
会
鎗
お
一
一
一
幸
一
一
一
一

。
山
麓
ご
と
繭
緩
毎
滋
月
曜
日
(
欝
五
秒
緑
〈
)
、
お
時
I
日
時

。
母
子
相
談
毎
週
月
1
金
曜
宮
、

9
時
ftH時
間
叫
分

。
離
穣
児
盤
扇
割
問
毎
週
月
j
金
積
回
、

9
時
i
珂
時

。
高
輔
者
磯
輯
穏
絞
毎
週
月
t

〉
金
闇
目
、
旦
時
間
山
分
i
v岬時

土
曜
日
は
ロ
時
$
を

。
者
人
相
談
苗
毎
週
火
・
木
隅
白
ハ
た
だ
し
、
祝
日
の
場
ズ
告
は

体
み
)
、
午
前
知
時
f
u時



病
気
、
け
が
な
ど
末
時
四
出
管
L
備
え
、
平
素
か
ら
お
金
を
出
し
合
っ

て
、
お
友
い
に
助
け
合
お
う
正
い
う
の
が
健
康
保
険
制
躍
で
あ
る
。
会
社

へ
勤
め
て
い
る
方
や
そ
の
家
膜
は
、
職
場
の
健
鹿
即
席
融
、
各
種
共
許
組
合

へ
加
入
ゼ
き
る
が
、
い
ず
れ
に
も
え
っ
て
い
な
い
方
の
た
め
に
、
鴎
民
鍵

含
め
て
、
み
な
亭
ん
が
納
め
る
保
険
税

と
、
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
、
市
の
一

般
金
計
か
る
の
静
ス
金
な
ど
が
使
わ
れ

る
己
と
に
な
る
。

今
年
の
予
算
は

そ
れ
で
は
、
国
保
事
業
の
財
政
状
況

設
業
協
会
、
労
働
団
悼
な
ど
の
勤
労

字
仕
で
整
地
や
草
刈
り
な
ど
が
行
わ

れ
、
野
球
等
軽
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る

「
ど
ろ
ん
こ
広
場
」
、
ゲ
;
ト
ポ
ー

ル
や
散
索
白
で
き
る
一
い
己
い
白
広

場
」
、
十
白
タ
イ
ヤ
な
ど
を
並
べ
た
ち

び
っ
子
用
の
「
わ
ん
ば
〈
広
場
」
、

一
周
六
百
対
と
四
百
肘
の
ジ
ョ
よ

y

グ
コ
ー
ス
な
ど
、
子
供
か
ら
大
人
ま

で
が
思
い
思
い
に
晶
し
め
る
広
場
が

慈
備
杏
れ
た
。

ま
た
、
乙
白
跡
地
は
し
ら
さ
き
の

生
商
品
地
で
あ
っ
た
乙
と
か
ら
叶
し
ら

さ
ざ
広
場
」
と
名
付
ザ
回
れ
た
。

当
日
は
、
勤
労
奉
仕
さ
れ
た
毘
体

の
代
表
や
ス
ポ
i
ツ
関
係
団
誌
の
代

田
農
林
省
東
密
試
験
場
跡
地
南
側
費
、
閣
辺
の
う
γ
供
会
、
市
関
係
者
ら

半
丹
の
商
用
問
問
の
一
部
が
、
七
月
一
一
一
が
事
加
し

τ行わ
れ
、
豊
討
議
小
学
校

グ
十
自
市
民
自
憩
い
の
広
場
と
し
て
務
鼓
笛
隊
の
筒
奏
す
る
な
か
、
市
長
の

い

七

放

さ

れ

た

。

開

場

宣

言

主

〆

T
供
会
代
衰
の
テ
1
プ

、
諮
問
放
さ
「
れ
た
跡
地
は
、
大
観
省
関
力
ッ
ト
、
被
鈴
で
…
開
場
し
た
。
続
い

お
東
財
務
局
の
霊
に
よ
る
お
て
て
長
田
助
役
者
先
頭
に
童
書

記
留
保
地
む
約
四
分
自
一
白
広
さ
一
四
一
万
広
場
を
一
揖
す
る
記
念
ジ
ョ
ギ
ン
ク

八
千
五
言
平
方
討
の
敷
地
。
を
し
て
オ
プ

y
を
設
っ
た
。

吉
っ
そ
く
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
や
建

き 10月16白 (13)
正 午 ~ 午 後 自 時

ところ中心街 J苫街
繍j哀の出l哀を募集

手づ<!Jo品、極映の品、不用品の

なんでも~8売展示発表でもよい(た
だし、プロはおことわIココ
。締め切り 9月248(土〉

。問い合わせ・市呉市実行委員会

仁電話21-6474 平援商工会議所

内〉

ー地域づくり課電話23-1111内融

244 

ザ

と

公共下水道は、家様、鶴居、工場などあら

ゆる汚水の排除をはむめ、ぐみ耳宜D便所の水

激化 やf勾JIJ、海など公共用水域の汚れを防ぐ

など、情事曹で怯連軍な生活苦営むために欠〈 ζ

とので書ない纏設。 ζ のため、市では計箇的

に曹を領主進めている。

公共下水道1;'護軍署された底噴白方は、 1日
ただし、敬滋工事は

公開録音苦研ナオコ、

由希護者 9月初日までに往復はがきで申し込む。

・送1つ先干254平器市浅間lIiJ9-j平器市社金融胃諜

午254平塩市西八幡 1-3-1行政セYター

県民銀



基金の目標額は、 3年間で2億Flo

基金から生み出された利子は、地域

福祉活動を進めるための綴祉事業の

広い範屈に使用されている。あなた

の養窓を社会福祉基金にご協力を。

現在額 183， 183， 186河
(58年 7月18日現在ヨ

平理市社会構祉協議合理量錨おー1377

平理市掴祉部保穣揮 癒結 23-1111

.. :' :.'，.....:♂プA 勺 ，，';"f;'

市へ白色意見や要望、苦情などがあった

らお気軽にお出かけを。
とき 8月18臼仁木〉

'101時~12時四之宮公民館

・14時 -16時大野公民館

'19時~21時八幡公民館

と "" 8月258仁木〉
• 1居時~1由時 南原品展遺書

・ 1必時~16時 中原公民館

.19時~21時車中原A民館

と さき 9月 18仁木〉

'1(時~12時重量悶公民館

とき 9月88C木〉

'1α時~1革帯構内公民館

・ 14時~16時神間公産設宮

床下薬剤散布

8月16呂 田村第五自治会

8月 17呂 田村第六自治虫

8 月 18~19日大神自治会

8月初日 下島第一団地El"合金

下島第二団地自治金

大島問地自治会

E月22日掛所密治金

下晶自治虫

8月23日小錦島自治会

8月24臼大島自治会

8月 25日ノJ、嶺自治会

平等寺自治晶

8J'l268 豊中宮治会

宮下自治晶

西町自治会

8月27日打問木自治合

本宿泊治畠

繁子輔自治金

8 月30 日 ~31 日 妻包寺町内金

9 月 1 臼 ~2 臼 寺田縄罫了間企

9月 3日 飯島町内会

長瀬町内会

9月 5日入 野 田7内会

9 月 6 日 ~7 日

ふじみ野自治会

9月 8臼三E櫛住自治虫

9月 9臼大熔自治会

9月 10日 程議設由自治合

上の入自治会

入山輔自治畠

市営岡崎住宅自治会

9 J'l12臼 丸島自治会

9J'l138 5l1J;fむ自治畠
矢崎自油会

9月 16日膏輔自治全

異国東部自治会



スポーツマンらし〈宣怒

野雄大会第20罷平塚

中学生の部優勝の大使クラブスパ
第
二
十
自
平
塚
市
少
年
野
涼
大
会
如
、

乃
七
月
三
十
日
か
ら
八
月
一
古
書
、
大
神

績
の
ー
市
民
ス
ポ

l
y広
宅
一
望
さ
れ
ま
し

一

一

た

。

，

購
入
吋
年
白
大
会
は
、
小
学
生
必
部
百
一
チ

鵬

1
ム
、
中
学
生
の
部
一
ニ
十
一
一
千
ム
、
触

の
夢
加
チ
i
ム
百
一
一
一
十
一
一
一
チ
ー
ム
と
い
う
盈

戦

況

ぷ
h
u
e

小
乙
の
臼
の
た
め
に
、
親
期
間
に
続
出
百
秒
議

ね
て
き
た
だ
け
に
、
ゲ
ー
ム
に
取
り
組
む

姿
勢
は
真
剣
そ
?
匂
の
。

応
緩
む
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も
、
選

手
以
上
田
フ
ィ
1
パ
I
ぷ
D。

真
夏
白
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
少
年
野
球

大
会
で
し
た
。

従
来
ど
お
り
行
う
。
と
協
力
を
。

住居番号の付番申し出をして

-平塩市では「住所をだれでもわかり

やす<Jそ巨額に.住農費王日制度之官

昭和39担から翼施している。己の住

居費示区域では、地番を住所として

使用するζ とができないので必ず住

居番号の背番を申し出ていただきた
ν、。

・住居番号は「住所Jと名白っくすべ

てに使用する大切なもの。

出詳しいζ とは、市民課管濠時

仁電話23-1111内融229へ問い合わ

せを.

2 第4

自街に利用できます。〈鮪料開放コ

開放種自 e卓球、パRミジトジ、パスケット、

軟式庭潔Cl ~4時3 、パレ- (4-8時つ
国茜議留とも、ラケット、シャト)l-、ボー)l-

は必ず各自持審査. 仁体育室宮には用意して

ありませんノ〉

8月2213(月〕午後1待-8待

S毘12臼〈月〉グ

草月26沼(丹〉 グ

海軍自由できる服装で護参加し、上ばき用自3草

動くつを用意して〈ださい。(館内は土足腰
怒主語骨曹練 費量密31一軍腕
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ウ
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時
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募
集
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講
か
ら
午
睡
1
時
ま
で

認
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け
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翻
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磯
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時
間
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鉛

中
央
公
義
務
ほ
、
市
民
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輔
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躍
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愛
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マ
時
間
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時
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時
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ま
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が
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。
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踊
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史
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講
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者
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き
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を

。
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用
具
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各
で
卓
県
公
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へ
申
し
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ナ
i
、
育
泊
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夫
婦
白
姿
な
ど
書
を
援
戸
市
す
る
。

出

輔

自

と
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島
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想
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鐙
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損
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8月16日 30日 9Jl13日
8月16日 308 9Jl13日
8月 17日 31臼 9月 14臼
8月18日 9月 1臼 29日
8月18日 9月 1臼 29日
8月19日 9Jl2臼 16日
8 Jl238 9月 6日 208
8月23日 9Jl68 20日
8月24臼 9月 7日 21日
8月25日 9月 8日 22日
8月25日 9月 8臼 228
8月26臼 9月 9日

「三三太子ネコJカタ」アニメ11分

映画会(新著フィルム〉

・日時 9月11日〈呂)10時、 14時
・会潟 3階ホール

「大地震にそなえるj カヨ-28分
「ハレロインの甘い歌声jカラーアニメ12

分〈テヘラY額際映匿事祭動極部門講 1位入
賞作品〉

「村は大さわざJカラ」アニメ11分

新湯フィ)1-ム

とき利用は、図書館視聴覚ライブラ1)ーへ。

・学校教育おとなヘダッシュ(19分〉
ー社会教育年祉とっても (29分〉、子育て

のこζ ろ (325η 、老人のζζろをひら〈

(32分コ、だれもが通る道亡28分〉、暗場

田中の腫発危険物 (25分〉
・アニメ」ション ク1)スマス (125分

雑誌の荊1].1需を

lllI書館では、一台並雑誌 116誌を婿入してい

る。 ι四うち、朝日ジャ一ナノレ、ジユ1)スト

など17誌をま年保持、暮らし由宇路、ニュー

トンなど 8誌を 3年館持、その他を 1年時存

している。いずれも最新号以外は貸し出して

いるので、む利用を。

一~一一夏休みのご革IJIllIま一一一-

a期間 自丹羽田 E火〉まで

・費出室、害弔皇室、学習室

火~金蝿8 9時~17時初分

子ども映商会 E糟フィルムコ • ~ むZZ日 9時~糊日分

・日時間 4臼〈臼)10時、 14時 ;火~日即時~1蹄ぬ分
・晶揚 3騎ホー/レ ; S なお3障聖書帯室、学習霊童話ま指定〉晴制。

「ζ んな危ない費Eりフ方はやめましよう一自 i

転 車G由D事故聖な〈すためにJカラ-18分 !官抹E鯨富自 毎i遺畠月櫨臼、丹荒、 9月1路5呂

「草むらの虫-l輔〈虫しらべJカラー21分 j食器罰軍書館 宇254浅燭防12-41寝霊童話31ー制15

移動図書館あおぞら号の

土屋小学校

斑吉沢公民館

出掛延小学校

金日小学校

商品ずほ小学校

出万回貝車市営住宅

器量宝寺

民豊田公民館

民間対ちびっ子広場

揖島公民館

東医事詩公民館

国金自公民館

，'-J 

¥ H'，) 
¥".5ν 

lぜ吋γV J可 ~J 

ト弘ーイ当ι二
・対象 青年一鳴史30人

思際情勢講座

女子胃年海外協力酷員が、甫米ポYピアで

の海外事晴、体験を語る。 仁申し込み制〉

・日時 9月 10臼 f土) 19時~21時
・講郡佐藤滋己さん

・対富良 高校生以上の青年20人

母親の広場

「少年非行者考えるJ
委参加者相互白自由な話し合いで、 3年非行

者考える， (申し込み街Ij)

・日時 9月13臼 巴k) 13時3(分~16時
*助言者平壇南青少年相識室職員

・対象ノJ、、中学生のいる母毅15人
会申し込みは、震草言苦かむ来費官在。

合体時臼毎週月輔自、 9月 15日

会背骨年金輯

子254浅間町12-41 電話32-7029

納涼音楽まつり

フォー夕、ロック等、フノレート、アコーヂ

イオy、吹帯損などによる野外コンサi'.

-日時 8月288(日)17蒋 -19時
・会場 文化公里酉乙会館前〉

会美術教室

「シルクスクl1 ~Y' その lJ

自につき、人をその買にさせるボスタ」づ

〈り入門。(申し込品開〉

・期間 9 月邑臼~lOJl 4自 信週火曜日

・時閣 18時30分~20時3日分

・討斜費翼費

・対霊友 青年10人

フ才一クダンス5書留会

フョrータダジスを覚えて、友達の軸を広げ

よう. (申し込み徴D
-期間 9 月 6 日 ~10月 4 日係i腫火曜日

・時間 1臨時30分~21時

中原上宿遺跡巌

・期間 9月18日〈臼〉まで

・会場寄贈品コーナ」

食休館日毎週月瞳日、月末、 9月15日
台博物舘 干254謹問日町12-41簿類33-5111

夏期特車IJ渓「飛騨の民具」

高山市所蔵白壁掛度。飛騨びとの暮らしな

ど、 3てコのテーマに分けて展示。

・期間 8月初日巴!()まで

-会場特別展示室 E入場無軒〉

なお、特別展を記念し、図録「飛騨の箆異j

者発売している。 1部 300円L

t!夏休みEI由研究相談会

考古・民世・盤史・生物・地費・天文・糞

輔自各分野について栢誠に応じる。

日時 8月19日〈金) 1α時~15時

・金場斜学教室

星を見る会 1')惑星を見ょう」

E互の夜空を飾る績塁、農察などを、理遠鏡

を使って観察する。(議参加自由〉

'日時 8 fl24日〈ホコ 18時~20時

体験学習「頭集を作ろうJ
身の田 Dの雑誌、力レンダーなどから桂者

切白抜書、関集音作る。

・日時 9月20自己ノ()1α時~16時

・対龍 一寸投30人仁多数由ときは抽せん〉

・会費 500句(討鵬費〉

・申し込み 9月 1臼までに往復はが告で。

自然畿祭会「岩海岸を訪ねてJ
真鶴の混障を揖昔、地質や磯の動物聖観察

する。 口靖夫中止〉

・日時 9月 48(臼) 8時30分~16時

・場所真鶴釘岩海岸付近

・申し込み 8Jl25日までに主主績はがきで。

喜歌白ときは、拙せんで30人

小説・文学円~W~

むかし・あけぼ白 周辺聖子

人躍はなぜ殺される 高木枯光

明日なき巡礼たち 黒岩重器

幽霊童愛軒会 赤)11伏郎

兇悪の拳銃 生島拍郎

嵐の措上・下巻 原因康子

復習の時代 撞藤羽生

莞しかれ悲し11'れ 武田友舟

覇軍色白メッセージ 加藤幸子

主的東京地図 安密篤子

お〈のほそ道 安産次男

家躍包生，百-~♂ιー

その日目軍基 鶴岡桃E工

妻との蝿憧の冒検 堀江謙一

花と鶴 自世H正予

そば白本 高捕手L文
邸飯活白メニュ一 回武漢

冠婚葬祭のマナ~ 小学館

社金制学・その曲、九一ハι~~

入門篤草子計算横 道下忠行

水俣白灯 藤野幸平

富士山大雑学 諏訪影

昆虫なぜなぜ事典 翼吉達朗

列車ダイヤ 茂原弘邸

近代役界と民衆適齢

カオールの溺蜜



語調受付 午後1時 -2時

監理母子鍵鼻持栃球部・ B腕と輩記潟

島者持番 (3か月児は車時白み〉

[ 3かJ寺l培1
9月 7日 58母 5Jl18-1Q日生

9月21日 58年 5月11日-20自主E
9月訪日 58年 5月218-30自主主
日韓兇1
ち月 1臼 55年 7Jl1日-10日生

9月 8臼 55年 7月118-20日生

9月298 55年 7Jl21日-31日生

この認稜衰を見やすい所へ8月カレンダー

鞍欝韓議離

9月中に 8か月から満1歳になる

お子さんを対象に関〈。

陸軍会場平塩保健所講堂

霊童日時 9月 9日午控1時3日分から

重量母子健康守と蝿と筆記用具を持番

盤欝麓麟轟轟轟轟

織対象 2畿 6か月までむ乳幼児

童署長場 平揖保健所

露日程 9月 58、12臼、 19日
豊富時間午前9時~悶持3C分
重量申し込み電話で平塩保健所 (32
-D130)へ予約する。できるだけ先

に乳幼氾歯斜教室の受講を。

12目、 30日
・58年11月出産予定由方 9Jl19日

26日

擦申し込み穏話で嘩霞セY虫一

(34-0311)へ。

〈蓋主主主主b 《応轟》宮闘はがきに住所・父母白民名・器ちゃん目
、、妻子タI'e' 名まえと生年月日・親四年齢・懇話番号・父親む職業

を書いてお出し〈ださいe 対象は 1年未満田諒ちゃんです。応募された
はがきは、毎月20自(2日日開印までHこ締め切D、狸月の広報紙に掲載し
ます。掲載した掠ちゃんには、茸1"，&e写真と掲輯広報紙切部音量差しあげま
す。 く今月の応募事者はお人でした〉
密畠て先・干254鹿間留J9番 1号・平畢市広報課赤ちゃん募集係。

ちゃんの胃て方、また安醸のために

必要な知識や砧操・呼吸浅などを学

ぶ。'E噛医の許可を樽てから申し込

みを。

豊富会場探鍵センター

重量実持表および日程

• 59年 2月出産予定自方 9月 5日

まえかわえみな

前Jll'笑菜ちゃん
会平車市在璽604-2 輔式会社富

士薬品平語醤業所にお勤めの前"111
寄生さん(23苦言〉と揮さん (25.歳〉

の長女。混在10か月で身長71師、
部重量9.1培、 57年10月 78生まれ

5月末、転勤で京都から越して

きたばかbで友達がな〈、いつで

もママと遊んでいる。健司重量でブ

F ノレ遊びをしているから、暑いの

にあせも由一つない笑菜ちゃん。

ママ~，つけた名前のとおり、いつ

もニコニコかわいい子。

事理簡 l期 3翻受げる

・対象 2蔵 (24か月〉から4歳(48
か月〉までの幼児。なお、接韓関車曹

は 2問、 3回とも 3週間から8週間。

鐙第2期 Il盟受ける

・対象第 1 期限93回目~，終わって
から 1年以上1年 6か月以内白続出草

に受ける。なお、第 1期を串めに受

けて、第2織もなるべ<4歳までに

終了するようにしていただきたい。

[8月】

31日 中原公民館、金自公民然、

);(岡崎V，L}.E主態
[9月1
1日 神田公民館、出金回公民愛宮、

民揖晶公民銀

2沼部鍵センター

彊醐薄暗rJ15-~fi雌屯:~~瞳麺

翻対韓接撞当臼に帯電12か月を経過

して72か月未満の劫泥。

劉嬢種I方法調講底・病院で年閣

く7--8月を話会<)を通じて接種で

きる.接種目は監童話とと相談を。

援会場保健センタ}

讃受対午揖1時-2時

瀦母子健曜争犠本冊・毘日間と筆記し用

具を持審

9月228 57年 3Jl生

健康相談

⑫成人病相談毎選月金曜日

中 育 児 栢 談 揮 週 木 曜 日

・時間 9時 30分-1問時30分
・金場探鑓セYター

TEL 34-0311 
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獄肉
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ブ ロパジ

灯繍

i¥繕小単筏のな守むこ車射禽

⑧緑化擦諸
縁結白推進と、市民自木と市民自1t;tJf普及で書る

ような保品

。応事事提唱 市内に在住、在学、宮宝開由方

OJt;轟轟件寧之首以内@事喜義宇す内 E弊
、立民名、協轟4若草野獣同

⑧緑化ポスター
緑豊かなまちづ<1>を喪主話したものか、市民の木、

市民の花を普及できるような作品

。応事事費椙 市内田ノj事わ学生

。応彦事規定 ①応夢事情誌は1人 1怠 <ID用紙紋51

五積書ポ暴言;手法
〈

@瞬時切り 9Jl14日仁D
⑫蕗務先平揮市浅間1llJ9-1公擦縄地譲

き富島'}J沼(土〉
午 後S時-9時

ところ 見附合体膏銭前広場と濁辺

道路

出屠内容野菜、果翼、車介類、糞子等の

~p弾、南箆由みなさんの手探り
航路、地瀦、そ由儲

高雨天の型車自は、夜市を中止、翌8 (7時

~現時〉野菜、架興自朝市者関〈。

事務溺鎗域づ<lJ譲23-1111円 融263

395 

と
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犬、ねこの巡回収容
鼎動物需謹セYターでは、捨て犬ー捨てね

ζ による自ら犬、自らねι四増加と、犬、ねと

による危曹を防ぐため、今回も次四日程でい

らなくなった犬、ねζ 由巡回収容を行弘

当日、犬を出される方は「日日かんj r犬四

鑑札J r注射揖購J r愛 犬 手 帳Jを持暑のう

え盛場へお出かけを。なお、収容車正体留時

間は10分間、また ねιvd:時袋かダジポ}ノレ

糟に入れていただきたい.

g月3El (土) 9月10El(土〉

9 '00 神田公民館 9 '00 松原公吾議官

9 '25 大野公民鍔 9 '20 須賀公民館

9 '50 豊田公民館 9 ， 40 花京公民館

10' 10 属島公民館 10' 00 富士見公民怨

10 ' 30 金E首公民館 10' 30 中原公民館

10' 50 岡崎公民館 10' 55 結晶民館

11 ' 10 金百公開恕 11 ' 15 吉沢公民館
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平塚市民センター自主事業

とき 9月11日〈日〉
ところ市民センター

午前の部 9時30分間調

午後の部 ]時30分間調

治主義 1
111 e 1 
引 1
U ¥会L
、、円-ノ

。出演者浪花家授造、ヨ玉川i次郎、東努潟燕、

箆島挿月、事わか葉

万才 あした慎子、ひろし

中入場無輯

。入場特望者 8月31日までに往復はがきに住

月号、B;名在記入して申し込みを。

・午254 平車市平揖新樹930番地

市民センタ- (噂話32-2235)

③巡@]日程 8月 19 日 f金)10時~15時駅北口
・日産量車悼/8月23日(火) 10時~15時 県合同

庁舎/8月27El(土) 10時~12時南市場 .13時
~15時渇小学校仁港地じく) /8月31日 α() 10 
時~15時三共耕平埋工場・叡兆口/9 月 10日

〈土)1明寺~15時 紅谷町吊平前〈なでしζ ライオ

ンズクラブ)/9月 12臼〈月) 10時~15時平車
市中央韓協/9R13日ぴ01α時~15時三菱樹

脂・共栄工業

ご協力ありがとうございましたー?町
東海大学868人、平車工業高校2日7人、受5車遺児

宵英会115人、湊製作所27人、中毘宅街区21入、 東

中措号制[;(17入、神田地主主51入、東務大学口」三党一

アクトクラブ96入、石境研哩所43人、岩井金高24
人、量豊田地tK24入、駅北口28人
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